
アイザックへ 

一昨日もあなたは夢に出てきましたね。夢だと分かっていたけど、柔らかい温かいあな

たの感覚を覚えているよ。たくさん声をかけたけど、あなたは一言もしゃべってくれな

かったね。次の日の夜も出てきてくれたね。その時は Isaac だよね？と聞いたら、Yes

とだけ言ってくれたね。次あったときはもっとマミーとしゃべってね。 

あなたの導きでこのスターウォーズの日もスムーズに決まったし、手助けしてくれてあ

りがとね。たくさんあなたを感じながら過ごす日々です。 

数日前も私とババともっちゃんで、居間で過ごしていた夜、あなたは現れたね。その日

の夕方頃に、友達がちょうどあなたの話をしていた時、外に大きな虹がかかったって、

きっとアイザックだねって共有してくれたよ。 

その翌日も、違う友達から、昨日の夜、アイザックが 2 階の電車で遊んでいたこと聞

きました。 

忙しいね、沢山会いに行かなくちゃいけない人いっぱいいるものね。日中はたくさん遊

んで帰ってきてね、姿と声は聞こえないけどずっと傍で見守ってくれていると思ってい

ます。今はどこにいますか。 

 

いつも就寝前のお祈りが終わったあとのマミータイムで、そのときのあなたがマミーに

ぐんぐんと顔をうずめて、あの甘えてくる時間が恋しいよ。ある夜、あなたは空からマ

ミーを選んでおなかの中に入ったんだよって話もしてくれたね、あなたとそーいう話を

する時間が過ごせて良かったなと思っています。 

 

私たちは今、本当に信じられない程、周りに支えられて救われながら生きています。 

この数日で数えきれない色んなことを教えてもらっているし、悲しみだけに沈まずに、

沢山の愛を感じさせてもらっています。感情の波はこれからもあるだろうけど、アイザ



ックが導いてくれた色んな人とのご縁をこれからも大切にしていくね。亡くなってな

お、孝行な息子に感謝しかありません。 

 

この世に生まれたものは必ず死ぬと決まっているのに、死なないでほしい、もっと生き

てほしいと願うのは人間の性だけど、でもそれって、一歩引いてみると欲でもある。自

分都合で、地面は平らだと思って歩いているのと一緒。近くだけを見ているだけでは気

づきにくい、一歩離れて俯瞰すると見えてくるもの。人間はいろんな事に思い込みをし

ながら生きている気がするよ。 

命あるものは必ず死を迎える。頭ではわかっていても、人間には感情がある。家族や愛

する人との永遠の別れは訪れてほしくないもの。でもだからって、その現実を見ず、見

ようともしないことはマミーはしないね。急にあなたの身体と声が目の前から無くなっ

たときから、マミーとダディーはこれから何を思い生きていけばいいのか、これから一

生をかけて探していくね。 

人間は逆風が吹くと絆が強くなる。不安という前に、人生に対する覚悟を決めます。 

 

前に聞いたこんな話を覚えています。小さい動物と大きい動物は寿命が違う。でも、一

生のうちの心臓の拍動数は同じということ。ハツカネズミの寿命は２－３年。象は７０

年以上生きるけど、この年月は違う時間の長さのようでいて、拍動数１５億回という単

位で考えれば、同じ長さであるともいえる。つまり本人のやれる事は同じだという話。

ほんとかどうかは分からないけど、聞いたことがあって、それを聞いてからは生き急い

でも、のんびり過ごしても、人間のやれる事は一緒なんだなってふと思いました。 

時間の流れかたが違うだけで、あなたはあたなの生涯の一生分をあなたの身体を使って

精一杯に生き抜いたね。濃い人生だったね。これからの使命にその魂を燃やしてくださ

い。 



颯爽とした行動力のある子。小動物のようなあなたの動き、やんちゃな笑顔、ひょうき

んなところ、時より見せる優しい顔、泣き顔、怒った顔、口を尖らせるしぐさ、匂い、

感触、忘れません。 

 

マミーより 


